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平成 15 年 11 月 27 日 

各位 
 会社名 近畿コカ･コーラ ボトリング株式会社 

 代表者名 取締役社長 守 都   正  和 

 コード番号 2576  東証・大証 市場各第 1 部 

 問い合わせ先 広報部長 郷     礼  次 

  （TEL：06-6330-2191） 

 

厚 生 年 金 基 金 解 散 及 び 平 成 15 年 12 月期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ  

近畿コカ・コーラ ボトリング株式会社(本社：大阪府摂津市千里丘7-9-31、社長：守都正和)は、当社を

母体とする近畿コカ・コーラ ボトリング厚生年金基金について、平成 15 年 11 月 27 日付けで厚生労働

省より解散認可を受け、同日をもって解散いたしましたので、お知らせします。 
 

 

記 

 

 

Ⅰ．厚生年金基金 解散の理由  

当社を母体とする近畿コカ・コーラ ボトリング厚生年金基金は、昭和 43 年 4 月に設立いたしましたが、

加入員の大幅な減少と急激に成熟度が進行する一方、年金資産運用環境の悪化により基金財政が悪

化いたしました。 

今後も基金財政が好転することは困難と見込まれ、このまま基金を維持していくことは企業にとって大

きな経営負担になると判断し、加入員の理解と協力を得て基金を解散いたしました。 

 

Ⅱ．厚生年金基金の解散による今後の業績に与える影響について  

厚生年金基金の解散による平成 15 年 12 月期の個別財務諸表への影響は、約 147 億円の特別損失

が見込まれます。なお、平成 15 年 12 月期の連結財務諸表への影響額は同額であります。 

また、平成16 年 12 月期以降の個別財務諸表への影響は、退職給付費用が減少し、退職給付会計基

準変更時差異償却額が一掃されます。なお、平成 16 年 12 月期以降の連結財務諸表への影響は同様

であります。 
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Ⅲ． 業績予想の修正について  

厚生年金基金の解散に伴い、平成 15 年 8月 5 日の中間決算発表時に公表した業績予想を以下のと

おり修正いたします。 

1. 平成 15 年 12 月期  連 結 通 期 業 績 予 想 数 値 の 修 正  (平成 15 年 1 月 1 日～平成 15 年 12 月 31 日)          
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （ A ）  186，200 5,500 1,000 

 今 回 修 正 予 想 （ B） 183，000 5,500 △8,600 

 増  減  額  （ B － A） △3,200 － △9,600 

 増  減  率  （ ％ ） △1.8 － － 

前期 （平成14 年 12 月期）実績 183,349 5,475 161 

2. 平成 15 年 12 月期  単 体 通 期 業 績 予 想 数 値 の 修 正  (平成 15 年 1 月 1 日～平成 15 年 12 月 31 日)          
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （ A） 165,600 4,700 570 

 今 回 修 正 予 想 （ B） 162,000 4,700 △8,900 

 増  減  額  （ B － A） △3,600 － △9,470 

 増  減  率  （ ％ ） △2.2 － － 

前期 （平成14 年 12 月期）実績 162,196 4,362 △373 

3. 修正の理由  

（1 ）連結 
主として単体の業績修正の影響により修正するものであります。営業利益は前回発表予想の 5,500 百万円

になる見込みであります。〔前期 平成 14 年 12 月期実績：5,469 百万円〕 

（2 ）単体 
夏季の天候不順等により、売上高は減少するものの、経費削減等により、営業利益は前回発表予想の

4,130 百万円になる見込みであります。〔前期 平成 14 年 12 月期実績：4,113 百万円〕 

また、当期純利益の減少につきましては、厚生年金基金の解散(約 14,700 百万円)および子会社株式の  

評価額見直し(約 1,600 百万円)等の特別損失によるものです。 

 

                                               以 上 

 


